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第 17回 DIA日本年会 2020 Web開催への変更のご案内 

 

拝啓 初夏の候、皆さま方におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 日本年会プログラム委員、アドバイザーおよびセッションコーディネーター皆様にご尽力をいただき、第 17

回 DIA日本年会 2020を 11月 8日から 10日に開催する予定で準備して参りました。しかしながら、COVID-19

の感染の影響を鑑み、DIAコンテンツコミッティーおよびプログラム委員会での検討を経て、6月 22日、DIA

日本諮問委員会 (ACJ) にて、会場での開催を断念し、Web開催にすることを決定しました。参加される皆さ

ま、演者の先生方、関係者の皆さまの健康、感染拡大防止を第一に考え、Web開催へ変更いたしますことをご

連絡させていただきます。 

 Webでの開催方法は、現在検討中ですが、開催当日の Live放映、On-demandでの視聴、ならびに講演は

On-demandで視聴いただき、Q&Aやパネルディスカッションのみ Liveで行う Semi-Liveの 3つの形式で視聴

いただきくことを視野に入れております。現在、DIA Japanサイトで会場での開催を想定した日本語版の

Preliminary Programを掲載しておりますが、これを基に Web版のプログラムを検討し、近日中に作成する予

定です。尚、参加登録料につきましても、米国、ヨーロッパの年会を参考に、会場で開催する通常価格より安

価な設定で検討しております。Web版プログラムの公開と同時に、参加登録も開始いたします。 

 DIAのイベントは、講演内容もさることながら、ネットワーキングを深めること、新たな方との出会い等、

会場に参加することで得られるものもございます。Web開催となりますが、少しでもそれが実現できるよう工

夫し、かつ、より有益な開催方法となるよう運営してゆく所存でございます。 

 Web開催となったことで、会場へ出向くことなくどこからでも参加できるようになります。日本全国だけで

なく海外からの参加もしやすくなることで、例年より多くの参加者の方が登録されることを期待しています。 

 会場での日本年会の開催を楽しみにしておられた方には大変申し訳ございません。新たな感染を防ぐために

もご理解の程よろしくお願い申し上げます。 
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